
プログラム 
13:50-15:35  
シンポジウム①：教育権と障害法 
司会：長瀬 修 会員 
報告1：内野 正幸 教授（中央大学） 
 「障害児の教育を受ける権利」 
報告2：織原 保尚 会員 
 「アメリカにおける障害児の教育」 
コメント：大谷 恭子 会員 
質疑（フロアを交えて） 
15:35-15:50   
休憩 
15:50-17:35  
シンポジウム②：生存権と障害法 
司会：竹下 義樹 会員 
報告1：棟居 快行 会員 
 「権利としての生存権―障害者法の視点からの生存権再考」 
報告2：新田 秀樹 会員 
 「障害者にとっての生存権の意味と機能」 
コメント：良永彌太郎 会員 
質疑（フロアを交えて） 
17:35-17:40  
閉会の挨拶 河野正輝会員（代表理事） 
17:50-19:00  
懇親会（会費：一般4500円・院生学生3000円） 
 

 

日本障害法学会は、2016年12月10日に設立の新しい学会で、障害法の研究を目的とし、障害法
研究に関心のある者から構成されます。「障害法」とは、障害当事者の置かれた現実の問題状況を
起点に据え、「障害」を通じて「法」を再検討する新しい学問領域です。 

 
 

http://www.kanagawa-u.ac.jp/aboutus/facilities/yokohama/ 


